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ヘ

」戸、

昭
和
五
十
三
年
九
月
招
集

第
三
回
館
山
市
議
会
定
例
会
会
議
録
第
一
号

館

山

市

議

会

官一
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一
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昭
和
五
十
三
年
九
月
二
十
一
日
〈
木
曜
日
)
午
時
十
時

て

館
山
町
役
所
議
場

一
、
出
席
議
員
二
十
五
名

一

番

士

口

番正吉

二

八

一
、
欠
席
議
員

三

番

二

五

番

一二

O

香

一
、
出
席
説
明
員

市

長

半

沢

収

入

役

長

谷
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経
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室
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監

査

委

員

斉

一
、
出
席
事
務
局
職
員

事

務

局

長

高

尾

笹

記

兵

膝

省

記

庄

司

一
、
議
事
日
程
(
第
一
見
方
)

昭
和
五
十
三
年
九
月
二
十
一
日
午
前
十
時
開
設

日
程
第
一
会
議
録
者
名
議
員
の
指
名

日
程
第
二
会
期
の
決
定

日
程
第
三
会
誌
日
程
の
決
定

議
案
第
由
十
六
号

銅
山
市
災
害
住
宅
復
旧
資
金
の
貸
付
け
K

闘
す
る
粂
例
の
制
定
M

似
つ
い
て

財
産
の
取
得

κ
つ
い
て

昭
和
五
十
三
年
度
飯
山
市
一
'
紋
会
計
徳
正

予
算
(
第
三
号
)

一
議
案
第
四
十
九
号
昭
和
五
十
三
年
度
館
山
市
国
民
宿
舎
特
別

一

会

計

補

正

予

算

(

第

一

号

)

一

認

定

第

昭

和

五

十

二

年

度

館

山

市

一

紋

会

計

歳

入

歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

昭
和
五
十
二
年
度
館
山
市
由
民
健
康
保
険

.
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
想
定

κ(づ
い
て
、

教
育
委
員
会

委

員

長

特
条
委
員
姶

選
挙
管
理
委

員
会
委
員
長

日
程
第
四

古

宮

幸
八
郎

秋

山

万

鈴

木藤

恭

議
案
第
四
十
七
号

議
案
第
四
す
八
号

認

定

第

二

号

次

教
育
委
員
会

教

育

長

操
業
委
員
会

事

務

局

長

選
挙
管
理
委
員
逸

事
説
局
誉
回
乱
長

ヲム

盛

作

安

回

石

原

斉

渡
-d
辺

正男

監
査
事
者
局
長
角

嬢

田

徹一重量

事
務
局
長
補
注

書

記

寄

記

国木井

敏

雄哲夫

福鈴石

英

号

昭
和
五
十
二
年
度
館
山
市
と
畜
場
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

κ
つ
い
て

昭
和
五
十
二
年
度
館
山
市
国
民
宿
舎
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

昭
和
五
十
二
年
度
館
山
市
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ

ル
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

K
つ

認

定

第

三

号

認

定

第

四

号

認

定

第

五

号

認

定

第

六

号

い
て
昭
和
五
十
二
年
度
館
山
市
学
童
災
害
共
捕

事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

κ

つ
い
て

昭
和
五
十
二
年
度
館
山
市
水
道
事
業
特
別

会
計
収
支
決
算
の
認
定

κ
つ
い
て

認

定

第

七

号

開

午
前
十
時
三
分
樹
会

会

O

議
長
〈
吉
田
勇
治
郎
君
)
本
目
。
出
席
議
員
数
二
十
五
名
、
と
れ
よ
か
昭

和
五
十
三
年
第
三
田
市
議
会
定
例
会
乞
開
会
し
、
直
ち
K
本
日
の
会
議
を
聞

き
ま
す
c

議

長

報

告

の

O
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)
本
定
例
会
議
案
審
議
の
た
め
、
地
方
自
治
法
第

百
二
十
一
条
の
規
定

κ
よ
る
出
席
妥
求

K
対
し
、

h
t

手
も
と

K
配
付
の
出
席

報
告
が
ど
ざ
い
ま
し
た
の
で
御
了
承
願
い
ま
す
c

な
台
、
監
査
委
員
よ
り
六
月
乃
至
八
月
実
施
。
盈
査
の
結
果
が
報
告
さ
れ

て
な

b
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
な
手
も
と
に
配
付
の
印
刷
書
K
よ

b
御
了
承
願
い

ま
す
。

-2.ー



内

_-. 

方日

議

自己

案

付

の

0
議
長

(吉

田
勇
治
郎
君
)

付
が
る
か
ま
し
た
。

議
案
並
び
に
説
明
書
を
配
付
い
た
さ
せ
ま
す
c

ん
か
。

1

1
配
付
漏
れ
な
し
と
認
め
ま
す
。

本
日
の
会
議
は
令
手
も
と

κ配
付
の
日
程
表
に
よ

b
行
い
ま
ナ
。

た
だ
い
ま
市
長
か
ら
議
案
議
び

K
説
明
替
の
送

配
付
漏
れ
は
ど
ざ
い
ま
せ

会

議

録

者

名

議

員

の

指

名

O
議
長
会
口
田
勇
治
郎
君
)

ま
す
c

日
程
第
一
、
会
訟
録
著
名
議
員
の
指
名
を
行
い

一
二
委
議
員
栗
原

一
以降岩

名
い
た
し
ま
す
n

一
九
議
議
員
波
辺
昭
夫
君
.
以
上
両
君
を
指

会

決

期

定

の

O
議
長
〈
吉
田
勇
治
郎
君
)
日
程
第
二
、
会
胡
の
決
定
を
行
い
ま
す
c

本
定
例
会
の
会
掛
K
っ
き
部
会
運
営
協
議
会
の
意
見
は
、
本
九
月
二
十
一

日
か
ら
十
月
四
日
ま
で
の
十
四
日
間
と
い
・
っ
と
と
で
あ
り
ま
す
。

念
諮
h
y

い
た
し
ま
す
c

会
期
そ
十
四
日
間
と
定
め
ま
す
と
と
に
御
桑
議
ど

ざ
い
ま
せ
ん
か
c

(
「
異
議
な

し
」
し
」
呼
ぶ
者
あ
h
y
)

O
議
長

(
吉
田
勇
治
郎
君
)
御
呉
川
誌
な
し
と
認
め
ま
す
n

よ
っ
て
会
期
は
九

月
二
十
一
日
か
ら
十
月
凶
日
ま
で
の
十
四
日
間
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
r

会

議

日

桂

の

決

定

O

議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
〉
日
程
'
品
三

、
会
議
日
程
の
決
定
を
行
い
ま
す
。

L
V

諮
り
い
た
し
ま
す
。

hv
手
も
と

κ配
付
い
た
し
ま
し
た
会
訪
日
程
表
は

本
定
例
会
の
な
宏
、
む
ね
の
日
取
り
予
定
で
あ
b
ま
す
が
、
議
会
選
営
協
議
会

。
窓
口
九
K
よ
b
作
成
い
た
し
ま
し
た
。
本
定
例
会
を
や
な
む
ね
ζ

の
会
議
日

程
表

K
よ
タ
運
び
ま
す
と
と
も
に

、
そ

の
閣
議
案
の
追
加
ま
た
は
議
事
の
都

合
に
よ

U
ま
し
て
そ
の
都
度
と
れ
を
改
め
る
と
と

κ
し
て
、
大
体
こ
の
よ
う

K
い
た
し
た
い
と
思
い
立
す
が
‘
と

れ
に
御
呉
議
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

(
「
日
宍
訟
な
し
」
と
呼
ぶ
者
あ

b
)

O
議
反

(
土
ロ
田
勇
治
郎
君
)
御
異
議
な

し
と
認
め
ま
す
。
よ
っ
て
会
議
日
程

は
決
定
い
え
し
ま
し
た
c

議

案

上

キ量

の

。
議
長

〈
吉
田
勇
治
郎
君
)
日
程
第
四
、

議
案
第
四
十
六
号
乃
至
議
案
第
四

十
九
号
及
び
認
定
第
一
号
乃
至
認
定
第
七
号
を
一
括
し
て
議
題
と

い
た
し
ま

すれ

提

案

理

由

の

説

明

O
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)

を
求
め
ま
す
の(市
長
半
沢
良

一
若
登
壇
)

。
市
長

(
半
沢
良
一
治
)
本
日
こ
こ

K
第
三
回
走
例
市
議
会
を
招
9

築
い
た
し
、

当
面
す
る
語
案
件

K
つ
い
て
審
議
を
必
願
い
す
る
と
と
と
い
た
し
ま
し
た
が

み
員
各
位
に
は
、
御
多
忙
の
と
と
ろ
を
御
出
席
い
た
だ
き
あ
b
が
と
う
ど
ざ

い
ま
す
P

市
長
よ
h
y

必
い
さ
つ
並
び
K
提
案
理
由
の
説
明

今
回
、
提
出
い
た
し
ま
す
案
件
は
、
栄
例
関
係
日
改
築

一
件
、

一
紋
訟
案

一

+ -dー



件
、
補
正
予
算
二
件
及
び
認
定
凶
係
七
件
で
あ
り
ま
す
の

以
下
、
そ
の
概
妥

κ
つ
い
て
仰
説
明
申
し
上
げ
ま
す
の

ま
ず
、
議
案
第
四
十
六
場
館
山
市
災
害
住
宅
復
旧
資
金
の
貸
付
け
K
闘
ナ

ゐ
条
仙
の
制
定
K
つ
い
て
で
あ
-D
ま
す
が
、
今
回
新
た

κ館
山
市
災
害
住
宅

復
旧
資
金
の
貸
付
け

κ閲
す
る
条
例
を
制
定
し
、
不
時
の
災
害
等

κよ
U
擢

災
し
た
市
民
K
対
し
て
住
宅
復
旧
資
金
全
貸
し
付
け
ゐ
遂
を
開
き
、
権
災
し

た
市
民
の
早
期
更
生
の
意
欲
を
助
長
、
促
進
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

U
ま

す。
制
度
の
運
用
と
し
て
、
資
金
貸
付
限
度
額
を
二
百
万
円
、
貸
付
期
同
を
措

置
期
間
を
含
む
十
年
、
利
率
を
年
一
ニ
%
、
償
還
方
法
を
半
年
賦
元
利
均
等
償

還
と
す
る
条
件
で
、
対
象
と
な
る
者
を
市
内
K
居
住
し
、
住
民
基
本
台
帳

κ

記
録
さ
れ
て
い
ゐ
者
で
擢
災
し
た
住
宅
を
復
旧
し
よ
う
と
す
る
者

κ貸
し
付

け
よ
う
と
す
る
も
の
で
、

ζ

の
条
例
は
公
布
の
臼
か
ら
施
行
し
、
昭
和
五
十

三
年
十
月
一
日
以
後

K
発
生
し
た
災
害
等
か
ら
適
崩
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ

b
ま
す
。

次

κ、
該
案
第
四
十
七
日
方
財
産
の
取
得
K
つ
い
て
で
あ

U
ま
す
が
、
正
太

衛
生
処
理
場
敷
地
む
う
ち
県
か
ら
倍
h
y
受
け
て
い
る
土
地
K
つ
い
て
、
今
回

払
い
下
げ
を
受
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

b
主
ナ
c

ま
た
、
処
理
場
の
西
側
K
隣
接
し
て
な
り
ま
す
保
式
会
社
明
石
建
設
の
所

有
地
K
っ
き
是
し
て
も
、
粗
大
ど
み
処
理
等
を
考
え
、
と
の
際
合
わ
せ
て
買

収
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
b
ま
す
。

次

κ、
総
案
第
四
十
八
l

乃
館
山
市
一
般
A
E
計
補
正
予
算
第
三
サ
に
つ
い
て

で
あ
り
ま
す
が
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
三
億
五
千
百
二
十
三
刀
八
千
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
六
十
五
億
二
千
四
百
八
十
四
万
円
と
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
c

歳
出
の
う
ち
主
な
も
の
と
い
た
し
ま
し
て
、
議
会
資
関
係
で
は
、
祝
祭
抹

貨
と
し
て
百
八
十
万
円
、
総
務
貨
関
係
で
は
、
災
害
等
樫
災
者
の
早
尉
更
生

を
図
る
た
め
災
害
住
宅
復
旧
資
金
貸
付
金
と
し
て
二
百
万
円
、
交
通
安
全
対

策
と
し
て
照
尾
隆
道
照
明
施
設
配
電
線
工
事
利
用
者
負
担
金
と
し
て

百
五
十

万
円
、
民
生
交
関
係
で
は
、
奨
学
資
金
貸
付
金
額
の
引
き
上
げ
及
び
貸
付
対

象
人
員
の
増
加

K
伴
う
奨
学
資
金
貸
付
金
の
追
加
並
び

κ故
計
岩
尾
氏
外
か

ら
の
寄
付
金

κ基
づ
〈
奨
学
資
金
積
立
金
で
二
百
十
一
ニ

5
六
千
円
、
青
年
館

む
淘
築
工
事
費
と
し
て
青
柳
青
年
館
分
百
二
十
四
万
円
、
衛
生
費
関
係
で
は

育
部
集
団
検
診
車
購
入
資
補
助
金
百
七
十
一
万
九
千
円
、
と
れ
は
安
一
房
医
師

会
K
備
え
る
検
診
車
蹄
入
貨
を
郡
内
の
市
町
村
で
補
助
す
る
も
の
で
あ

b
ま

す
c

正
木
衛
生
処
理
場
敷
地
購
入
費
と
し
て
五
千
八
百
十
九
万
五
千
円
、

ζ

れ
は
県
か
ら
借

b
受
け
て
い
た
現
敷
池
の
一
部
益
び
に
可
燃
物
粗
大
ど
み

の
搬
入
量
の
増
加
K
伴
い
‘
一
時
置
場
用
地
と
し
て
民
有
地
を
購
入
す
る
も

の
で
、
b
・
り
ま
す
。

ま
た
‘

土
木
先
尉
係
で
は
、
市
道
四
十
入
場
紋
外
七
路
線
の
道
路
改
良
工
事
資
四

千
九
百
四
十
万
円
、
公
営
住
宅
建
設
工
事
費
七
百
六
十
万
円
、
と
れ
は
現
在

着
工
中
の
那
古
市
営
住
宅
建
設
工
事
に
身
体
障
害
者
用
設
備
並
び

κテ
レ
ピ

共
同
視
聴
ア
ン
テ
ナ
等
の
工
事
が
追
加

K
な
っ
た
ζ

と

κ
よ
る
も
の
で
あ
り

ま
す
P

教
育
資
尉
係
で
は
、
富
崎
小
学
校
。
屋
内
逐
動
場
の
補
修
工
事
費
三
百
万

円
、
小
中
学
校
。
特
別
教
室
整
備
の
た
め
の
備
品
購
入
伐
一
千
四
百
九
十
二

万
円
並
び

K
故
計
岩
尾
氏
の
遺
志

κよ
る
寄
付

K
基
づ
〈
北
条
小
学
校
の
備

品
購
入
交
で
三
百
万
円
で
あ
h
J
ま
す
れ

諸
支
出
金
関
係
で
は
、
財
政
論
整
基
金
積
立
金
二
億
円
、
と
れ
は
昭
和
五

-4ー



刀

』

ti

・一

十
二
年
度
決
算
k
h
u
い
て
二
億
一
千
四
百
万
余
円
の
繰
越
金
が
生
じ
ま
し
た

の
で
、
地
方
財
政
法
第
七
条
の
規
定

K
基
づ
き
、
館
山
市
財
政
調
整
基
金
条

例
第
六
条

K
規
定
す
る
卒
業
等
の
財
源
、
特
K
来
年
度
以
降
計
画
し
て
い
ゐ

し
尿
処
理
場
建
設
事
業
等
大
規
模
な
建
設
事
業
の
財
源
に
充
て
る
た
め
積
み

立
て
る
も
の
で
あ
り
一ま
す
。

ζ

れ
が
財
源
と
し
ま
し
て
は
、
国
県
支
出
金
、
地
方
債
等
の
約
定
財
源
で

一
億
一
千
二
百
十
六
万
円
、
そ
の
他
を
繰
越
金
、
地
方
交
付
税
等
の
一
般
財

源
を
も
っ
て
充
当
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

b
ま
す
。

な
噌
宏
、
地
方
債
補
正
と
し
て
道
路
整
備
事
業
債
の
変
更
及
び
正
木
衛
生
処

理
場
敷
地
購
入
僚
の
追
加
が
あ
'
り
ま
す
。

次
に
、

-紘
一
茶
第
四
十
九
号
館
山
市
国
民
宿
舎
特
別
会
計
補
正
予
算
第
一
号

κ
つ
き
ま
し
て
は
、
職
員
の
退
職

κ伴
い
、
人
件
費
の
う
ち
職
員
給
料
等
を

賃
金

κ組
み
か
え
る
た
め
補
正
を
行
う
も
の
で
あ

b
ま
す
c

次
K
、
認
定
第
一
号
乃
至
第
七
号
の
諸
案
件
は
、
い
ず
れ
も
昭
和
五
十
二

年
度
館
山
市
一
般
会
計
外
六
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
、
地

方
自
治
法
等
の
規
定

κ基
づ
き
、
監
査
委
員
の
意
見
を
付
し
て
市
山
政
会
の
認

定
を
な
顧
い
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
r

顧
み
ま
す
る
κ

、
昭
和
五
十
二
年
度
κ
h
v
け
ゐ
日
本
経
済
は
、
公
共
投
資

の
拡
充
、
事
業
の
早
期
執
行
、
公
定
歩
合
の
引
下
げ
等
、
一
一
連
の
財
政
、
金

融
両
面

κわ
た
る
総
合
的
な
経
済
政
策
が
講
ぜ
ら
れ
た

K
も
か
か
わ
ら
ず
、

依
然
と
し
て
雇
用
不
安
と
根
強
い
物
価
上
昇
傾
向
等
の
諸
問
題
を
残
し
て
恥

夕
、
加
え
て
急
激
な
円
高
の
影
響
を
受
け
て
景
気
の
回
復
は
低
迷
を
続
け
て

な
タ
ま
す
。

ま
た
、
財
政
面
で
は
、
時
和
五
十
年
度
以
来
多
額
の
公
債
K
依
存
し
て
い

る
状
況

K
あ
夕
、
地
方
財
政
も
こ
う
し
た
影
響
を
反
映
し
て
財
源
不
足
と
な

-
夕
、
国
k
h
g
い
て
は
、
臨
時
池
方
ハ特
例
交
付
金
の
交
付
税
及
び
譲
与
税
配
付

金
特
別
会
計
へ
の
繰
h
y

入
れ
、
同
会
計
K
な
け
ゐ
資
金
運
用
部
か
ら
の
借
b

入
れ
、
地
方
偵
の
発
行
位
一
寸

κ
よ
-U
所
裂
の
財
源
錯
置
を
講
じ
て
か

b
、
地
方

財
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
も
の
が
あ

b
ま
す
。

と
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
本
市

κむ
い
て
は
、
屈
む
財
源
措
置
と
市

k

hv
け
る
あ
ら
ゆ
る
一
閣
の
再
検
討
を
引
き
続
き
行
い
、
人
件
費
を
は
じ
め
、
経

貨
の
節
減
を
図

b
、
事
務
事
業
の
比
直
し
等
を
行
い
、
隙
ら
れ
た
財
源
を
効

率
的

κ、
し
か
も
重
要
度
、
緊
急
度
の
高
い
事
業
を
計
画
的
K
執
行
す
る
と

と
K
配
慮
し
、
予
算
の
執
行

κ当
た
h
y

ま
し
て
は
、
前
年
度
決
算
審
査
特
別

委
員
会
及
び
予
算
審
査
特
別
委
員
会
よ
タ
御
指
摘
、
要
請
の
あ

-D
ま
し
た
事

項
を
十
分
配
慮
し
念
が
ら
、
人
間
尊
重
.
市
民
生
活
優
先
を
市
政
φ

基
本
理

念
と
し
た
生
き
が
い
の
あ
る
杏

b
一尚
い
文
化
福
祉
都
市
の
実
現

κむ
か
つ
て
、

館
山
市
根
幹
事
業
実
施
計
画

K
基
づ
〈
基
礎
的
条
件
の
整
備
、
生
活
環
境
の

整
備
と
社
会
福
祉
の
充
実
、
産
業
の
振
興
、
教
育
文
化
水
準
の
向
上

κ努
め

て
ま
い

b
ま
し
た
。

ζ

の
結
果
、
昭
和
五
十
二
年
度
の
一
般
会
計
の
決
算
k
h
v
い
て
は
、
実
質

収
支
で
二
億
一
千
四
百
八
十
六
万
五
千
円
の
熟
字
、
単
年
度
収
支
で
一
億
五

千
凶
百
九
十
六
万
八
千
円
の
黒
字
決
算
な
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
え
、
特
別
会
計
k
h
v
き
ま
し
て
は
、
そ
の
運
営
の
合
理
化
、
ま
た
適
正

化
を
図

b
な
が
ら
、

h
v
h
v
む
ね
予
算
ど
な
h
J
の
執
行
が
確
保
さ
れ
ま
し
た
の

水
道
企
業
会
計
κ
h
v
き
ま
し
て
は
、
作
名
ダ
ム
の
浄
水
椴
械
設
備
の
早
期

完
成

K
よ・
9
、
昭
和
五
十
二
年
七
月
二
十
八
日
よ

b
一
部
給
水
を
開
始
、
夏

季

ω
水
不
足

κ常
κ悩
ま
さ
れ
て
い
た
館
山
、
北
条
地
区
の
断
滅
水
が
解
消

さ
れ
ま
し
た
。
収
益
的
収
支

κ
つ
い
て
は
、
単
年
度
四
千
九
百
七
十
二
万
余

円
の
利
益
が
る

b
‘
前
年
度
か
ら
の
累
積
赤
字
六
千
七
百
二
十
万
余
円
が
千

4

・
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七
万
四
十
八
万
一
余
円

κ減
少
を
い
た
し
主
し
た
。

水
道
は
、
市
民
の
生
活
を
維
持
す
ゐ
上
か
ら
も
欠
〈
と
と
の
で
き
な
い
重

要
な
施
設
で
あ

U
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
一
層
経
営
の
合
理
化

K
努
め
、
健

全
な
一事
業
の
運
営

K
努
め
た
い
と
存
じ
ま
す
。

以
上
、
昭
和
五
十
二
年
伎
の
決
算
K
つ
き
ま
し
て
、
そ
の
概
要
を
申
し
上

げ
ま
し
た
が
、
個
々
の
施
策

κ
つ
き
ま
し
て
は
、
決
算

κ係
る
主
姿
な
施
策

。
成
果

K
闘
す
る
報
告
、
歳
入
歳
出
決
算
事
項
別
明
細
書
等
に
よ

b
御
了
承

を
賜
b
た
い
と
存
じ
ま
す
c

以
上
、
本
定
例
市
議
会
K
》
い
て
上
程
い
た
し
ま
す
各
案
件
K
っ
き
主
し

て
の
提
案
理
由
の
説
明
を
申
し
上
げ
ま
し
た

が
、
な
む
と
の
会
期
中

κ
な
い

て
、
館
山
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
中
一
名
の
者
が
、
と
の
十
月

五
日
付
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な

U
ま
す
の
で

、
と
の
選
任
方
K
つ
い
て
市

議
会
の
同
意
を
得
た
〈
追
加
議
案
の
上
程
を
な
願
い
す
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

な
に
と
ぞ
慎
一藍
な
ゐ
御
審
議
を
賜

U
ま
す
よ
う
h
v

願
い
申
し
上
げ
、
提
案

理
由
の
説
明
を
終
-D
ま
す
c

さ
て
、
終
h
J
K

一一一
E

口
伝
礼
と
ど
る
い

さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
P

本
定
例
会
は
、
私

κと
b
ま
し
て
最
後
の
定
例
会
と
相
な
タ
ま
し
た
e

あ

と
数
カ
月
を
も
っ
て
私
の
現
任
期
は
終
る
わ
け
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
と
の
任

期
中
私
が
い
さ
さ
か
な

b
と
も
館
山
市
政
の
進
展
の
た
め
K
寄
与
す
る
ζ

と

が
で
き
ま
し
た
と
と
は
、
ひ
と
え

κ
議
員
各
位
の
御
指
導
と
御
協
力
の
た
ま

ζ
ζ

に
厚
〈
感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
ど
ざ
い

も
の
で
ど
ざ
い
ま
し
た
c

ま
す
c

昭
和
四
十
九
年
暮
れ

、
市
長
就
任
当
初
、
と
き
あ
た
か

も
オ

イ
ル
シ
ヨ

y

ク
後
一
年
、
わ
が
国
経
済
は
高
度
成
長
よ
b
低
成
長

へ
と

転
換
し
、
国
、
地
方
を
通
じ
財
政
は
極
端
K
悪
化
し
、
各
当
局
者
は
ζ

れ
が

顧
み
ま
す
れ
ば
、

対
策
K
苦
慮
を
い
た

し
た
の
で
ど
ざ
い
ま
す
の
私
は
ζ

の
窮
迫
し
た
市
財
政

の
再
建
、
確
立
と
そ
館
山
市
百
年
の
大
計
の
基
本
と
考
え
、
そ
の
実
現

κ向

か
っ
て
不
退
転
の
決
意
を
も
っ

て
努
力
し

て
ま
い

b
ま
し
た
c

そ
の
結
国
末
、
本
定
例
会
k

b
い
て
御
審
議
を
わ
ず
ら
わ
す
と
と

κな
っ

て

huuま
す
よ

う
K
、
五
十
一
年
度
K
引
き
続
き
五
十
二
年
度
決
算

κ
bき
ま

し
て
二
億
円
を
超
え
る
熟
字
決
算
と
相
な

b
ま
し
た
c

と

ζκ
館
山
市
の
健

全
財
政
が
確
立
し
た
と
申
し
て
も
誤
り
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

ζ

の
財
政
確
立
の
か
げ
K
は
、
議
員
の
皆
さ
ま
方
、
市
民
各
位
、
市
職
員

の
多
大
な
御
協
力
あ
っ
た
れ
ば
ζ

そ
で
ど
ざ
い
主
し
て
、
と
の
機
会
K
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
ど
ざ
い
ま
す
c

一
方
、
こ
う
し
た
苦
し
い
財
政
状
視
の
中

κ
あ
タ
ま

し
て
.
作
名
ダ
ム

の

建
設
、
館
山
一
中
、
二
中
、
那
古
、
宮
崎
小
等
の
校
舎
の
建
築
、
市
民
運
動

場
、
体
育
館
、
プ
ー
ル

の
建
設
等
を
通
じ
、
市
民
福
祉
、
市
民
生
活
の
向
上

教
育
文
化
。
進
展

K
い
さ
さ
か
な

U
と
も
寄
与
で
き
た
と
確
信
い
た
し
て
h
g

b
ま
す
c

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
、
館
山
市
政
の
上
で
し
尿
、
ど
み
処
理
湯
建
設
、

一
二
七
号
締
バ
イ
パ
ス

、
内
一
房
緯
複
糠
化
等

、々

解
決
を
迫
ら
れ
て
む
る
問

題
は
山
税
い
た
し
て
か
タ
ま
す
の
い
ま
静
か

κ
過
去
を
振

b
d返
b
、
未
来

κ

患
い
を
い
た
し
ま
す
と
き
、

ζ

れ
ら
諸
問
題
の
解
決
は
私
K
謀
せ
ら
れ
た
責

務
で
あ
ゐ

ζ
L
を
改
め
て
痛
感
い
た
す
も
の
で
ど
ざ
い
ま
す
。
と
う
し
た
使

命
感

κ立
っ
て
、
私
は
市
政
の
発
展
、
市
民
生
活
の
向
上
の
た
め
に
さ
ら
K

一
一
層
努
力
を
傾
注
い
た
し
た
き
所
存
で
ど
ざ
い
ま
す
の
で

、
皆
さ
ま
方
の
変

わ
ら
ぬ
御
指
導
、
御
協
力
を
同問
。ク
た
〈
な
願
い
申
し
上
げ
ま
す
の

現
任
期
域
後
の
定
例
会
K
あ
た

b
、
議
員
各
位

κ感
謝
の
誠
を
さ
さ
げ
、

合
わ
せ
て
所
信
を
表
明
い
た
し
た
次
第
で
ど
ざ
い
ま
す
。
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O

議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)

説
明
を
終

b
ま
す
c

以
上
で

市
長
の
あ
い
さ
つ
並
び

K
提
案
理
由
の

延

A 
τE 

午
前
十
時
二
十
分
延
会

。
議
長

(
吉

田
勇
治
郎
君
)
な
諮
b
い
え
し
ま
す
の

本
日
の
A
F
誠
は
こ
れ

K
て
延
A
E
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
ど
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

(
「
異
議
な
し
」
と
呼
ぶ
老
あ
h
y
)

O
議
長
(
吉
田
勇
治
郎
君
)
御
呉
議
な
し
と
認
め
ま
す
c

よ
っ
て
本
日
は
ζ

れ
に
て
延
ム
十3
3
る
と
と

K
決
し
主
し
た
c

な
台

、
明
九
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
議
案
調
査
の
た
め
休
会
、

次
会
は
九
月
二
十
五
日
午
前
十
時
間
A
ム
と
し
、
そ
の
議
事
は
通
告
げ
札
よ
る
行

政
一
般
質
問
を
行
い
ま
す
c

と
れ
に

御
異

0
本
臼
の
会
誌
に
付
し
た
事
件

一
、
会
議
録
署
名
一沙
員
の
指
名

一
、
会
期
の
決
定

一
、
会
議
日
程
の
決
定

一
、
議
案
第
四
十
六
号
乃
至
談
笑
第
四
十
九
号
、
認
定
第
一
号
乃
至
認
定
第
七

号
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